
 

 

 

 

  前  奏  

  頌  栄   二 九 （ 天 の み 民 も ）  

  主 の 祈 り  九 三  — 五  — Ａ  

  聖  書   マ タ イ に よ る 福 音 書  二 一 章  

         二 八 節 ～ 三 二 節 （ 新 約 四 一 頁 ）       

  讃 美 歌   五 〇 七 （ 主 に し た が う こ と は ）  

  祈  祷                司 会 者   

  説  教    「 後 で 考 え 直 し て で か け る 」  

  祈  祷             大 塚 勁 伝 道 師  

  今 週 の 誕 生 者 の た め の 祈 祷        

  讃 美 歌   四 八 〇 （ 新 し い 時 を め ざ し ）  

  献  金   六 五  — 一  

  頌  栄   二 七 （ 父 、 子 、 聖 霊 の ）  

  祝  祷                                                                    

  後  奏    

      

     …   報  告   …       
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   宜 し け れ ば ご 利 用 く だ さ い 。      
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   週  報 

＜年間聖句＞ 

「あなたの未来には希望 

があると主は言われる」  

       (エレミヤ書31章17節) 

＜年主題＞ 

未来の希望を信じて歩む 

先週の説教から 

｢共にある｣ 

ローマの信徒への手紙12章９節～21節 

 人は誰かしらと一緒に生きています。また、教会は共

に神を見上げながら歩んでいく共同体です。パウロ

は、いくつもの背景を持つ勧めの言葉を用いながら、

他者とどのように関わっていくべきかを記しています。 

 イエスは「主を愛すること、隣人を愛すること」を教えら

れましたが、パウロは、“愛”は自分以外の他者への熱

意と献身をもって表されるとしています。愛を実践する

ことが他者へと向かわずに自分自身だけに向かってし

まう時、“愛”は“偽り”に変わってしまうのです。彼は、

人間関係の基本を“兄弟愛”であるとしています。そし

て、キリスト者は個々の存在が神によって愛され生かさ

れているということを認め、迫害してくる者であろうと祝

福を祈り、呪いが呪いを生んでいく連鎖を断ち切って

行かなければならないのです。そのような働きをなして

行くには「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい」

という御言葉が重要です。 

 共に喜び、共に泣くということは、関係をもっていくこと

です。イエス・キリストは、まさに小さくされた者に近づい

て、共に泣き共に苦しむ方でした。他者のことは自分に

は関係ないという生き方をするのであれば、共感という

感情は持たずに生きていくことになります。しかし、神

は共感する神です。人間の弱さも破れも痛みも共感

し、その御手を差し伸べてくださる神です。主イエスは

十字架において苦しみを受けられました。だからこそ、

痛みがあるところ全てに苦難の僕であるイエス・キリスト

は共にいてくださいます。  

 人間が、他者と一緒に何かをすることは簡単であはあ

りません。様々な交わりを通して共にあること、祈り合う

ことを積み重ねていくのです。そして、すべての人は神

が祝福された存在であるということに立脚するならば、

「できれば、すべての人と平和に暮らしなさい」という御

言葉を実現していけると思います。共に喜び、共に泣

き、共に生きる歩みをする時、何より神さまが私たちと

共にあるということを覚えて、それぞれの場に遣わされ

ていきましょう。           （日下部蒔恵伝道師） 


